
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
改
訂
一
覧
表

・『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
本
体
に
挟
み
こ
ん
で
お
使
い
く
だ
さ
い
。

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
は
９
月
１
日
に
修
正
を
行
い
ま
す
（
法
然
上
人
門
流
図
を
除
く
）。

令
和
元
年
９
月
１
日
版

項
目

頁
・
段

改
訂
内
容

だ
い
ぜ
ん
じ
【
大
善
寺
】
（
１
０
０
８
頁
・
１
段
）

　
を
下
記
に
改
訂
す
る
。

東
京
都
八
王
子
市
大
谷
町
。
観
池
山
往
生
院
。
東
京
教
区
№
四
五
二
。
関
東
十
八
檀
林
の
一
。
通
称
滝
山
大
善
寺
。
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
滝
山
城
主
北
条
氏
照
の
開
基
。

牛
秀
の
開
山
。
同
一
九
年
徳
川
家
康
か
ら
一
〇
石
の
朱
印
地
を
も
ら
い
、
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
ま
で
後
に
太
田
大
光
院
に
転
住
す
る
吞
龍
が
住
職
を
務
め
て
い
た
。
寛

文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
に
は
法
度
に
関
東
十
八
檀
林
と
し
て
署
名
し
て
い
る
が
、
い
つ
か
ら
檀
林
と
し
て
僧
侶
の
養
成
機
関
と
な
っ
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
二
三
箇
寺

の
末
寺
を
も
つ
名
刹
で
、十
夜
法
要
は
関
東
三
大
十
夜
の
一
つ
と
し
て
有
名
。
か
つ
て
は
一
〇
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
三
日
間
、境
内
は
善
男
善
女
の
参
詣
で
賑
わ
っ
た
。

ま
た
往
時
に
は
毎
月
八
日
に
子
育
て
吞
龍
の
縁
日
が
た
っ
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
の
両
度
火
災
に
あ
っ
た
が
復
興
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

に
は
勅
願
所
と
な
り
、
戦
後
は
単
立
と
な
る
が
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
浄
土
宗
へ
復
帰
し
た
。

　
付
録

法
然
上
人
門
流
図

（
１
４
６
頁
‐
１
４
７
頁
）

裏
面
の
図
に
差
し
替
え

六



◎
○鎮西義（筑紫義・善導寺義）

弁長（聖光房）弁阿　　良忠

◎
○西山義（小坂義・諸行本願義）

証空（善慧房）

◎△□

○多念義（長楽寺義・報土辺地義・多念衆）

隆寛
◎

○諸行本願義（九品寺義、九品本願義）

△九品義

長西（覚明房）

○△□一念義（一念衆）

幸西（成覚房）

五義四門徒

６　法然上人門流系図

真宗十派

法然

本山伝

末山伝

良
忠
門
下
の
六
派

京
都
三
流

関
東
三
流

善鸞　　　如信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

覚信尼　　覚恵　　　覚如　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

性信　　　願性　　　普明　　　慈空

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　

        

真仏　　　

　　　　　　　　　　　　　

□白旗派（坂下義）

良暁（寂慧）

□藤田派（小沼義）

性心（性真・性阿）

□名越派（善導寺義）

尊観（良弁）

□三条派（蓮華堂義）

道光（了慧）

□一条派（西谷義）

然空（礼阿）

□木幡派

慈心（良空）

　一向派

一向（俊聖）

鎌倉蓮華寺（鎌倉光明寺）

定恵　　　了恵良吽　　　慶順　　　祐崇　　　牛秀　　　幡随意

　　　　瓜連常福寺

蓮勝　　了実　　　　聖冏　　聖聡　　　貞把　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

存貞　　　存応……

虎角　　　霊巌……

出雲路派

□木辺派

□高田派

山元派

誠照寺派

三門徒派

源海　　　了源（中興） 　　　　 光教

顕智　　　　　　　　　　　　　真慧（中興）

専信　　　円善　　　如導　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

道性
如覚

浄一

乗専
従覚　　　善如　　蓮如（中興） 　 顕如

存覚　　　慈観

准如　□本願寺派

教如　□大谷派

　経誉　　　　　　　　　　　　　□仏光寺派

　蓮経　　　　　　　　　　　　　興正派

西
山
四
派

○白川門徒△□諸行義

信空（法蓮房）

○紫野門徒

源智（勢観房）

○嵯峨門徒

湛空（正信房）

○△大谷門徒（一念義・一向衆）

親鸞
△□説法義（説経衆）説教念仏

聖覚
△□三昧義（三昧衆・御墓聖・三昧聖）

薩生
△□道心義（道心衆・高野聖）

明遍
△□勧進義（勧進聖・十穀聖）

重源（俊乗房）

△選択義（選択衆）

公胤
△本願義

本願房

△□一心義（諸行本願亦本願義）

悟阿
△西方義

覚阿
△他力義

念仏房

　播磨義

信寂房

□（六斎念仏）  

せいこく

△□遊行義・遊行派

とうざん

西山浄土宗（総本山光明寺）

浄土宗西山禅林寺派（総本山禅林寺）

浄土宗西山深草派（総本山誓願寺）

○＝五義四門徒（『法水分流記』による）

◎＝浄土四流（『玄義分聴聞抄』『浄統略讃』などによる）

△＝浄土十五流（『三国仏祖伝集』による）

□＝浄土二十四流（『叢林集』による）

　※ただし、『叢林集』では、本願寺派と大谷派を合わ

せて根本本願寺と称して一流と数える。

□東山義

証入
□嵯峨義

証恵（道観）

□西谷義　　　

浄音　　　　　　　　　　　観智　　　行願　　　

　　　　　　　　　　　　　了音（六角義）

□深草義　

立信　　　　　

遊観　　　示導（本山義） 　　　実導

聖達　　　一遍　　　　　　他阿真教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時宗


